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論文の内容の要旨
　本研究は，解析関数の多重零点や近接した零点を精度保証付きで求める方法を提案したものである。まず，
反復解法において問題となる多項式の多重零点や零点のクラスタを求める解法について考えている。多重零
点に適したコンパニオン行列による解法を示し，数値実験によりその有効性を確かめている。さらに，近接
した零点を求める方法として，これらの零点を因子として精度保証付きで求める方法を提案している。その
ために必要なテイラー多項式の精度保証付きの計算法や，関数が解析的な領域を判定する方法を示し，これ
らを用いて因子を求める。精度保証付きの計算ライブラリを用いてプログラムを作成し，数値実験によって
その有効性を示した。
審査の結果の要旨
　本論文は，工学の分野で広い応用を持つ関数の零点を求める問題において，従来問題となっていた多重零
点や近接零点を求める方法を提案している。さらに，求めた解の精度を保証する方法を示し，数値実験によ
り高い精度が得られることを確認している。より適用範囲の広いソフトウエアの開発が今後の課題であると
思われる。
　よって，著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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